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内 容 梗 概

キーテレホソ装置,自動式構内交換機などの特長を取り入れて局線(またはPBX内線)5回線,内線電話機

20台までを収容する新形式の電話装置を開発した｡この装置は主装置1台,受付電話機1～2台,内線電話機

20台まで,その他増設電鈴,電源装置などで構成され,局線発信は各内線電話機からボタン操作で直接発信で

き,局線着信は原則として一度受付電話機で応答してから内線へ転送する｡内線相互通話は受付電話機を介さ

ず,内線電話機から直接2数字ダイヤルで相手を呼び出すことができる｡このほか局線の保乳転送機能をも

っている｡共電式交換棟や自動式交換機の中継台扱者のような専従の壊者を必要としないので小規模の事業
所,あるいはPBXの内線用として便利に使用できるよう設計してある｡

1.緒 言

すでにコンパクトなデザイソの2回線用のキーテレホン装置(1)を

開発したが,これは局線2本程度で電話枚5～6台を持つ事務所,

あるいは構内交換電話の内線を対象とした,ごく小規模の電話装置

であった｡今回収容局線数を5回線に,電話機を20台まで拡張し

て前記キーテレホン装置より1クラス規模の大きい需要層を対象と

した電話装置を開発した｡

従来この程度の規模の事業所では小形の共電式,または自動式構

内交換枚を用いているが,これらは小容量のものであっても専従の

交換扱者を必要とするため経済性に欠けるきらいがあった｡また大

容量のキーテレホンでは電話機自体が大形となるほか,電話機コー

ドや配線ケーブルの心数が多く(30～50心)工事上不便であったり,

また使用上では全電話機に着信表示されるためいちいち煩らわし

く,また誰かが応答するだろうという依煩感があって応答時間が長

びく傾向があるなどの難点があった｡

ダイレクトコーラは局線発信,局線の保留,転送,内線相互通話

などに関してはキーテレホン的な特長をとり入れ,局線着信に関し

ては受付電話横を配して自動式構内交換機的要素を加味した新形式

の装置である｡概念的にはすでに発表済の2回線用キーテレホンに

塀似の電話機4台を1グループとし,これを5グループ集めて,局

線5回線を持つ主装置に収容し,別に受付電話株1～2台もたせた

ようなものであるが,以下その概要を述べる｡

2.設 計 方 針

2.1容 量

局線5回線内線電話棟20台まで収容可能とする｡

2.2 受付電話機の設置

全電話機に着信表示を行なう煩らわしさを避けて,受付電話機を

設け着信応答は受付電話機で行なった後内線電話故に転送すること

とする｡受付電話機は女子事務員が事務のかたわら操作できるよ

う,局線着信の応答と転送のみルことどめて操作を簡単にし,さらに

受付電話機を2台設置して一方が離庸した場合,あるいは夜間など

は他方の受付電話機に切り替えて使用することもできるよう配慮す

る｡双方とも離賭した場合は局線着信はあらかじめ決められた内線

電話枚グループに表示し不応答にならぬようにする｡

*
日立製作所戸塚工場

2.3 局 線 発 信

受付電話枚を介さず,内線電話楼のボタン操作で5回線中2回線

に対して自発可能とする｡

2.4 内線相互通話

共電式交換機のように扱者に接続依煩することなく2数字ダイヤ

ルで直接相手を呼び出し通話可能とする｡

2.5 保 留,転 送

局線通話の保留は受付電話機,内線電話機とも可能とし,受付電

話機から内線へ転送された通話をさらにほかの内線へ再転送する場

合は受付老に依頼してもよく,また被転送内線が自グループの場合

は受付老に依頼せず内線どうしで直接転送することもできるように

する｡

2.る ケ ー ブ ル

配線ケーブル心数を極力減らし同容量のキーテレホソの半数程度

を目標とし工事の容易化をはかる｡

2.7 電 源

AClOOVを使用しかつ停電時でも送電時と同様に使用できるも

のとする｡

2.8 部 品

クロスバ交換機部品を主体とし,電話機関係も使用実績のある既

開発済み部品をできるだけ使用して動作,寿命の安定をはかるとと

もにコスト上昇を避ける｡

2.9 意 匠

電話機は机上のじゃまにならぬよう小形,擾芙な意匠とする｡

3.中継方式および構成

本装置の中継方式を弟l図に,構成を弟1表に示す｡

4.主 装 置

4.1構 造

弟2図に主装置の外観を,舞3図にその概略実装を示す｡事務机

や事務用キャビネットなどと高さをそろえた全金属製のキャビネッ

トに収容してあり,机の側面や部星の片隅に壁面設置できる構造で

ある｡カバーは上方に抜き去ることのできる簡単な構造とし保守の

便を考慮するととも†こ経済化をはかった｡ランプ,ヒューズなどは

前面の透明引戸を開けて容易に交換することができる｡ケーブルは

本体下部の左右の側面と裏面に引出口を設け,設置場所に応じて最

も適当な位置から引き出すことができる｡
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1回線当たりの員数を示L必要数設置する｡

)併 用

(2)リ ン ク(LINK)

局線と内線電話枚を接続するもので,横軸のRO～R4に

REPの各回路を収容し,縦軸の0～4には内線電話機を5グ

ループに分けて収容して同グループの内線電話枚をブランチ

に接続してある｡受付電話放の操作により局線はこのリンク

を経てすべての内線電話機に接続を行なうことができる｡ま

た国中＋は内線電話磯から直接局線へ発信するときのクロス

ボイントで,あらかじめ閉じた状態にしてあり,縦方向の4

偶のほかのクロスボイントの最後位に配置してある｡

(3)転 送 回 路(TRS)

局線を受付電話枚経由で内線電話枚に転送するための回路

である｡受付電話枚で転送ボタンを押すと,局線を保留し転

送回路を捕捉する｡受付老が被転送老の内線番号をダイヤル

するとダイヤルパルスを中継してCONTに送る｡CONTか

らの指示により転送路Tのクロスボイントを閉じ 内線電話

機が応答すると通話電流を供給する｡受付電話機のフックオ

ンにより復旧し,局線と内線電話枚との通話回路ができる｡

(4)内線相互回路(IOT)

全内線電話機は内線相互ボクソを押すと,このIOTにブラ

ンチに接続され,内線電話機からの2数字ダイヤルリくルスを

中継して,CONTに送り,CONTより該当内線電話機を呼

出し,応答すると通話電流を供給する｡

(5)扱者呼出回路

全内線電話機はこのOPCにブランチに接続されており,

内線電話機が送受器をあげ,"1〃ダイヤルすることによ

りCONTを動作させ,受付電話横を呼出す｡受付老が

応答すると通話電流を供給し通話ができる｡この回路は

特に局線を他の内線電話蛾に再転送する場合,受付老を

呼出し依板するために設けたものである｡

(6)制 御 回 路(CONT)

さきに述べたTRS,IOTおよびOPCよりのダイヤル

パルスを計数しこの情報により,該当内線電話機またほ

受付電話機を点線の′レートで呼出し,転送のときは転送

路および局線とl勺線電話機を接続するリンクのクロスボ

イソトの閉結を制御する共通回路で,計数回路,断続回

路,信号音回路,計時回路,コネク_タゲイト回路,内線

番号指定回路などの各機能回路よりなっている｡

5.受付電話機

5.】意匠ならびに構造

第4図は本機の外観で,その前面にほ送受器,ダイヤルのほか応

答,保留,転送などの操作に必要な押ボタン電けんが実装されてい

る｡

意匠設計に当たってほ構造上まず第一に取り扱いやすいこと,第

4･2 各回路の概要(第】図参照)

(1)局 線 回 路(REP)

局線(またほPBX内線)を収容する回路で5回路分実装してあ

る｡局線からの着信信号を受信し受付電話機に表示する｡離席時

は内線電話磯側に設けられた増設電鈴を鳴動させ,かつ内線電話

機のランプを点滅させる｡また電話機からの局線発信信号により

直ちに他の内線に話中表示を行なう｡まに局線を保留するための

直流閉結回路,発信または着信,保留などの場合に電話機ラソプ

の点,減機能をもたせてある｡
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第4図 HSA-721 電 話 棟

幅255×奥行165×志さ85
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二に優美であること,第三に製作しやすい形状,構造であることな

どに窮点をおいて検討を加えた｡

第一の取り扱いやすさについては送受器,ダイヤルならびに電け

んなどの操作に必要な部品をどう配置するかで掛こ取り扱いひん虔

の多い送受器の位置については十分検討した｡たとえば送受器を本

体の側面に掛けた場合には机上の配置によって送受器が取り扱いに

くくなるので本品においては本体の上面に送受器を配置し,本品を

机上の左右いずれにおいても送受群が取りはずしやすいようにし

た｡

またダイヤル番号を見やすくするため透明なフィンガプレートを

用いるなど細部にわたり十分な考慮を加えた｡第二に本品の色彩は

2種瑛のモデルについて多数の関係老のアンケートをとり,その結

果本体をホワイトグレー,送受器をダークグレーの優美なツートン

カラーに決定した｡第三に形状ならびに構造についてはケースの形

状を簡単にすることによりケースの製作にほ後述する真空成形加工

法の採用を可能とした｡

この真空成形加工法は一般に複雑な形状と高い精度を要求するも

のには適さないため通信機器などにはあまり実用されておらず,電

話機についても世界ではじめての試みと思われる｡この成形法によ

り製作するケースには一般のインジェクショソまたはコンプレッシ

ョソモールドのように部品の取り付けに必要なインサートやリブを

設けることがむずかしい｡この問題ほケース側には部品を取り付け

ず,すべて底板側に実装することにより解決した｡そのためケース

側と底板側とのリード線は不要となりケースは単独に取りはずしが

可能となり,部品の保守,点検を容易にした｡そのほか本品に使用

している電けんの小形化,送受器を本体上面に配置したことなどに

より,一般の電話機よりも機能ならびiこ部品点数が多いにもかかわ

らず比較的小形にでき,机上の占有両横を一般の電話機に比し約10

%増におさめることができた｡

5.2 主 要 部 品

(1)ケ ー ス

プラスチックの成形加工法として現在インジェクショソまたは

コンプレショソモールドが多く用いられているが,本品は最近他

方面に用いられほじめた真空成形加工法により製作された｡

第2表ほインジェクショソ,コンプレッショソおよび真空成形

加工法を簡単に比較したものである｡目的とする成形品によりそ

れぞれ向き不向きがあるが,真空成形の場合成形品の形状に制約

があり,また成形技術も型の材質,真空用孔の個所ならびに素材

の加熱温度とサイクルの関係などはかの成形技術とは異なった多

くのむずかしい点をもっている｡

これらの問題は舞5図に外観を示すようにすべての部品を底板

側に装着することにより,形状を極力簡易化し,また成形条件も

第2表 成形加工 法 の 比較

項目
インジュクショソ 】 コンプレッショソ l 其 空 成 形

晶 産 性

型 群 用

変 形

機械的強圧

成形品形状

多 品 生 産 向

同 価

や や 大 き い

強 い

複雑な形状に適する

少益,中並生産向

中 位

少 な い

弱

ほ慧讐警雑な形㌫

少丑,中量生産向

安 価

大 き い

強 い

簡単な形状に適する

第5図 成形後のケース
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数回の実験を繰り返し寂適条件を見きわめ安定な成形品の製作を

可能とした｡

この加工法の特長は成形型が簡単にでき一般のインジェクショ

ソやコソプレショソモールドなどの方法に比し型費用は1/50程度

ですむので新しい意匠への変更などが容易にでき,かつ生産量に

見合う経済的な成形品を得ることができる｡

本品の材質は近年多くの特長を有するプラスチック材料として

知られている硬質塩化ビニールシート(素材の厚さ約3mmlであ

る｡

本品の耐色性,クリープ性などについては昭和38年9月から

昭和39年2月の6箇月間の屋外曝露試験に対しても非常に安定

しており,特にケースの‾F部周辺を凸状にして補強したため寸法

変化は成形時の約0.1%の変化にとどまっている｡

(2)電 け ん

葬る図は電けんの外観を示す｡この電けんには交換機などに多

く使用されているD形電けんの構造を採用し,スペースの関係上

とくに小形にし操作時の押圧が軽くなるように設計してある｡電

けんは一つのフレームに6個の電けんユニットを取り付け,この

電けんフレームを2列並べて使用している｡

(3)送受器ハソドル,マウスピースならびにイヤピース

日立キーテレホン,有線放送用電話機などに広く使用されてい

るものである｡

このハンドルは握り部を中空とし,軽量化を図るとともにその

断面を正四角形に近くして肉薄にもかかわらず強靭な構造として

ある｡なおハソドルほ長芋方向中央面で左右モールド型が合わさ

る構造とし,成形サイクルの短縮,仕上げの容易化を考えた合理

的な設計としてある｡

(4) コ ー ド

送受器コードならびに本体コードの外被はビニールで送受器コ

ードはコイル状のものを使用した｡本体コードの心線数は30心

であり屈曲,柔軟性を向上させるため心線素材には銅箔紙を使用

した｡このため1万回の屈曲試験に対してもなんら異常が認めら

れない長寿命のものとなった｡

る.内線電話機

弟7図に外観を示す｡日立キーテレホン装置用として開発した

㌔げ脚

㌔
点

幅225×奥行120×高さ125寸 法(mm) 幅225×奥行120×高さ

重 畳(kg) 約1.75

第7図 HSA-711電 話 機
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寸 法(mm) 幅125×奥行120×高さ70

重 量(kg) 約0.5

第8図 増 設 電 鈴

HSA-701電話機を基本とし,このHSA-701電話機の構成部品のほ

か内線呼出スイッチをケースの右上部に取り付け,また近年小形通

信機器用として開発した小形FLリレーを内蔵した｡

7.付 属 品

宅内機器として受付電話機ならびに内線電話機のほか受付電話機

の扱者が不在の場合に局線からの着信を内線電話機側で直接うけら

れるように,第8図に示す増設電鈴を付属する｡この増設電鈴は4

号壁掛形電話機のB-106号磁石電鈴を使用した｡このほか内線呼出

用の小形ブザーを内線電話機の近くに設置する｡

8.仕 様

8.1局線線路抵抗

自動式局の場合 1,000n(電話機抵抗を含む)

共電式局の場合 750n(電話機抵抗を含む)

8.2 内線線路抵抗

主装置から内線電話機または受付電話機までの1線の抵抗 20∫)

8.3 電 源

(1)電 源 装 置 入力 AClOO±10V50/60c/s

出力 24V(電圧調整範囲22～28V)

4.5A

(2)蓄 電● 池 電圧 24V

容量 7.5AH(10時間率)

8.4 イ ン パルス

パルス速度 10±1IMP/s

メ ー ク 比 33±3%

8.5 信 号

(1)発 信 音 400c/s連続

(2)話 中 音 400c/s断続

(3)呼 出 音 400c/s断続

8.る 番 号 計 画

(1)内 線 番 号 2けた

(2)受付老呼出番号 1けた

(約60回/分)

(約20回/分)

9.取 扱

9.1受付電話磯

(1)局線から着信すると着信回線ランプが早い点滅をし,ブザ

ーがなるので送受器をあげ,その回線ボタンを押して応答

する｡ランプが点火にかわり,ブザーがなりやむ｡

(2)この呼びを内線電話機へ転送するときは,転送ボタンを押

す｡回線ランプは遅い点滅にかわり,転送ランプが点火す

る｡発信音をきいたのち該当内線番号をダイヤルし,内線

との通話後送受器をおろすと局線と内線電話扱が接続され

る｡

(3)局線へ発信するときは,ラソプの点火していない回線ボタ

ンを押すと回線ラソプが点火する｡局の発信音をきいたの

ちダイヤルする｡

評

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

9.2

(1)

(2)

(3)

論 第46巻 第5号

通話回線を保留するときは保留ボタンを押す｡ランプが遅

い点滅にかわる｡保留回線と通話するときは,遅い点滅を

している回線のボタンを押す｡

l勺線電話機から着信すると,内線相互ランプが早い点滅を

し,ブザーがなるので送受器をあげ内線相互ボタンを押

す｡ランプが点火にかわりブザーがなりやむ｡

内線電話枚へ発信するときは,送受器をあげ内線相互ボタ

ンを押す｡内線相互ランプが点火し,発信音をきいたの

ち,該当内線番号をダイヤルする｡

席を立つときは離席ボタンを押す｡

ブザーがなるのを止めるときほ,ブザー停止ボタンを押す｡

内線電話轢

(4)

(5)

(a)

(b)

(6)

(7)

(8)

受付電話枚から局線が転送されると,その回線ランプが早

い点滅をし,ブザーがなるので送受器をあげその回線ボタ

ンを押す｡ランプは点火しブザーはなりやみ,受付老と通

話ができる｡通話後受付老が送受器をおろせば局線と通話

ができる｡

受付者離席時局線から着信すると,回線ランプが早い点滅

をし増設電鈴がなる｡送受器をあげその回線ボタンを押

す｡ランプは点火にかわり電鈴はなりやむ｡

局線へ発信するときは,ランプの点火していない回線ボタ

ンを押すと回線ランプが点火する｡局の発信音をきいたの

ちダイヤルする｡

通話回線を保留するときは保留ボタンを押す｡ラソプが遅

い点滅にかわる｡

局線をほかの内線電話機へ転送するときは,局線を保留し

次の操作を行なう｡

他グループの場合,受付者に依頼する｡

同グループの場合,上記と同様受付者に依顕してもよい

し,内線相互ボタンを押し該当内線番号をダイヤルして

相手を呼び出し連絡してもよい｡_

内線電話機から着信すると,内線相互ランプ(赤)が早い

点滅をしブザーがなるので,送受器をあげ内線相互ボタン

を押す｡

内線電話機へ発信するときは,送受器をあげ内線相互ボタ

ンをおす｡内線相互ランプが点火し,発信音をきいたのち

ダイヤルする｡

受付老を呼び出すときは,送受器をあげ"1”をダイヤルす

るか,内線相互ボタンを押し特定番号(たとえば"9'')を

ダイヤルする｡

10.結 口

以上目立ダイレクトコーラの概要について述べたが,これはあく

まで自動式構内交換機では高価であり,共電式交換機では専任の交

換手を必要とし不便なのでその中間のクラスを目標として,キーテ

レホン装置と自動式構内交換機の特長を盛り込んだ新形式の電話装

置である｡すでに最も小規模の装置としては2回線用の日立キーテ

レホソ,AKC-1共電式交換機,また中規模のものとしてはAFB-2

自動式構内交換枚,AAF-1分散中継式交換椀,AKC-4共電式交換

椒などが開発されているが,本装置はこれらの中間をゆく装置の一

つとして近くさらに開発されるこのクラスのほかの機種とともに小

容量交換枚の分野に豊富な機種をそろえ,使用者の好みに応じた装

置を提供し得るものと考える｡終わりに種々ご指導いただいた関係

各位に深く感謝の意を表します｡
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